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熊本県学力調査結果について
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  １２月に実施された「熊本県学力調査」の結果がまとまりました。本校の全体正答率は、国語・算数と
もに県平均を上回りました。昨年度からの課題であった「自ら学びを工夫する力」や「ICT機器（タブレ
ット等）を活用して自分の考えを表現する力」についても、向上している傾向が見られました。
　一方で、国語・算数の特定の領域に課題も見られます。学校では、この結果を真摯に受け止め、授業や
「ステップアップタイム」での個別指導や、間違いをそのままにしない解き直しを徹底し、教職員が一丸
となって、今の学年の学習内容をしっかり身に付けて次の学年へ進級できるよう、残りの期間も全力で指
導・支援をしていきます。

４年生社会 まとめの発表

５年生　栖本食堂を開きました！！

児童質問紙（iCheck）の結果より
• 高い規範意識と学習態度： 「学級の規範意識（５７.８）」や「学
級の絆（５７.２）」が非常に高く、落ち着いた環境で学習に取り組
めていることが分かります。
• 学習習慣の定着： 昨年度課題であった「生活習慣」の項目が全国平
均を上回り（５０.８）、それに伴い「学習習慣（５６.３）」も高い
スコアを示しています。

　２月９日（月）、５年生が地域の食生活改善推進員（食改さん）の皆様のご指導のもと、栖
本食堂」を開きました。 メニューは、ブリ大根や大根餅、そしてこれまで野菜作りでお世話に
なった三田村さんの畑でとれたほうれん草の炒め物など、栖本の恵みがたっぷり詰まった料理
です。慣れない手つきながらも、食改さんのアドバイスを受けながら一生懸命に調理し、自分
たちで作り上げた料理を「おいしい！」と頬張る子供たちの笑顔は最高でした。 この体験は、
単なる調理実習ではなく、「地域の食材の良さを知り、それを支える人々の思いに触れる」と
いう本校が大切にしている「体験学習」の核となる学びです。今後、５年生が学習で学んだこ
とをもとに、栖本の食材を使ったメニューを保護者の方、地域の方に発信する予定です。ぜ
ひ、５年生が考えたメニューをつくっていただければ幸いです。ご協力いただいた皆様に心よ
り感謝申し上げます。

　２月６日（金）、４年生が社会科で学んできた「地域
で受け継がれてきたもの」のまとめとして、地域の先生
方を招いた発表会を行いました。 子供たちは、２学期か
ら調査してきた「栖本例大祭」の歴史や、保存会・青年
団の方々の熱い思いを一人ひとりが力強く語りました。
「大人になったら地元に住み続け、青年団に入って伝統
を引き継ぎたい」という力強い決意発表には、参加され
た地域の皆様からも大きな拍手をいただきました。 地域
を愛し、誇りに思う心が、子供たちに向けて確実に育っ
ていることを実感するひとときでした。

熊本県学力調査の個人票は、３／１
（日）の授業参観の日に配付予定です。
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　冬の寒さに負けず、朝の活動時間には「きょうだい班長縄」に取り組んできました。 最初はなかなか
縄に入ることができなかった１年生も、上級生が「今だよ！」「大丈夫！」と優しく背中を押したり、タ
イミングを教えたりすることで、今ではリズムよく跳べるようになりました。１月２８日には、ある班が
２１６回という最高記録を出し、学校中が歓喜に沸きました。 「一人では届かない目標も、仲間と励ま
し合い、コツコツと練習を続ければ達成できる」。長縄を通して学んだこの「継続する力」と「思いやり
の心」は、栖本っ子の大切な宝物です。
　ちなみに、１２月に行われた天草郡市小体連第１回長縄大会チャレンジでは、全学年素晴らしい結果を
残しました。第２回の長縄大会チャレンジにも全学年、きょうだい班の最高記録を申請する予定です。第
１回同様、いい結果になるといいです。
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2/ 20  (金）　4年総合～子ども民生委員サロン交流（古江）
2/ 20 （金）　薬物乱用防止教室（６年）、集金袋配付　
2/ 25 （水）   委員会活動
3/   1 （日）    授業参観、PTA総会、学級懇談会
3/   2 （火） 　振替休業日（3/1分）
3/   5 （木） 　児童総会
3/   5 （金） 　送別遠足、ノーメディアデー
3/ 23 （月）　 修了式、卒業式準備
3/ 24 （火）　 卒業証書授与式
3/ 27 （金） 　退任式
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「ゆめのたねの教室」～元日本代表 佐藤勇人さんから学ぶ「挑戦する心」～
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２月・３月の行事

　２月１３日（金）、日本サッカー協会による「ゆめのたねの教室」が開催され、元日本代表の佐
藤勇人さんが「ゆめ先生」として来校されました。２・３年生の児童が、ゲームを通して佐藤さん
と交流しました。授業の中で佐藤さんは、ご自身の経験を交えながら「新しいことをするときには
思い通りにいかないこともあるけれど、それが自分を強くするパワーになる」と、熱いエールを送
ってくださいました。失敗を学びのチャンスと捉え、「何事にも挑戦すること」の大切さを説く佐
藤さんの言葉は、子供たちの心に深く響いたようです。３年生の児童からは「佐藤さんのように失
敗を恐れずにチャレンジしていきたい」という頼もしい感想が聞かれました。この貴重な出会い
は、子供たちがそれぞれの「夢の種」を育てる大きなきっかけになってくれるとうれしいです。


